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10月1日から要介護認定の申請受け付け

刄
ッ 介護保険制度のサービス

　

だ
れ
も
が
直
面
す
る
問
題
で
あ
る
介
護
を
、
社
会
全
体
で

支
え
る
「
介
護
保
険
制
度
」
が
、
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
で
要
介
護
や
要
支
援
に
認
定
さ

れ
る
と
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
要
介
護

認
定
の
申
請
の
受
け
付
け
が
、
十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
手
続
き
方
法
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

一
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
7

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
寝
た
き

り
や
痴
ほ
う
な
ど
に
よ
り
、
日
常

生
活
で
介
護
が
必
要
な
場
合
に
、

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
は
、
介
護
が
必
要
か
ど
う

か
、
ま
た
ど
の
程
度
介
護
が
必
要

な
の
か
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
認
定
を
要
介
護
認

定
と
い
い
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
申
請
の
受
け
付
け

は
十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
、
要
介

護
の
認
定
も
随
時
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な

手
続
き
の
流
れ
は
、
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
申
請

　

要
介
護
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
ま

た
は
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
人
）
は
、
申
請
書
を
市
役
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
受

け
付
け
は
、
十
月
一
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

申
請
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
（
注
一
）
や
介
護
保
険
施

設
（
注
二
）
が
手
続
き
を
代
行
で

き
ま
す
。
市
で
は
、
現
在
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
人
か
ら
、
各
サ

ー
ビ
ス
提
供
機
関
を
通
じ
て
順
次

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

　

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な

く
て
も
、
日
常
生
活
で
介
護
や
支

援
が
必
要
な
人
も
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
四
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
人
は
、
介
護
や
支

援
が
必
要
に
な
っ
た
原
因
が
、
法

で
定
め
ら
れ
た
特
別
な
病
気
に
限

定
さ
れ
ま
す
。

注
一
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

　

（
ヶ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
）
一

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
設
置

注
二
介
護
保
険
施
設
‥
指
定
介
護



老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
、
介
護
老
人
保
健
施
設

（
老
人
保
健
施
設
）
、
介
護
療
養
型

医
療
施
設
（
療
養
型
病
床
群
等
）

調
査
員
の
訪
問
調
査

　

申
請
の
あ
っ
た
人
に
調
査
員
が

訪
問
し
て
、
本
人
の
心
身
状
態
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
市
の
職
員
や
市
の

委
託
を
受
け
た
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
の
介
護
支
援
専
門
員
な

ど
で
、
八
十
五
項
目
の
聞
き
取
り

調
査
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
人
の
か
か
り
つ
け
医

に
は
、
身
体
・
精
神
上
の
障
害
の

原
因
で
あ
る
疾
病
や
症
状
な
ど
に

つ
い
て
、
意
見
書
を
提
出
し
て
も

ら
い
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
で

審
査
・
判
定

　

市
は
、
介
護
認
定
審
査
会
（
注

三
）
へ
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
審

査
・
判
定
を
依
頼
し
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以

上
の
人
）
＝
要
支
援
・
要
介
護
状

　

態
に
該
当
す
る
か
、
該
当
す
る

　

場
合
は
、
そ
の
状
態
区
分

第
二
号
被
保
険
者
（
四
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
ま
で
の
人
）
＝
要
支
援

　

・
要
介
護
状
態
に
該
当
す
る

　

か
、
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の

　

状
態
区
分
と
そ
の
原
因
で
あ
る

　

身
体
や
精
神
上
の
障
害
が
特
定

　

疾
病
（
注
四
）
に
よ
り
生
じ
た

　

も
の
で
あ
る
か

　

介
護
認
定
審
査
会
は
、
訪
問
調

査
の
結
果
と
か
か
り
つ
け
医
の
意

見
書
を
も
と
に
、
審
査
・
判
定
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
市
に
回
答
し

ま
す
。

　

市
は
こ
の
審
査
・
判
定
結
果
に

基
づ
き
要
介
護
認
定
（
注
五
）
を

行
い
、
認
定
申
請
の
結
果
を
被
保

険
者
に
通
知
し
ま
す
。

注
三
介
護
認
定
審
査
会
‥
被
保
険

　

者
が
要
介
護
・
要
支
援
に
該
当
す

　

る
か
を
審
査
・
判
定
す
る
た
め
に

　

設
置
す
る
も
の
。
奥
越
二
市
一
村

　

は
。
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政

　

事
務
組
合
に
設
置
。
委
員
会
は
四

　

班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
保
健
・

　

医
療
・
福
祉
の
専
門
家
五
人
で
構

　

成
さ
れ
る

注
四
特
定
疾
病
‥
初
老
期
に
お
け

　

る
痴
ほ
う
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
老

　

化
に
起
因
す
る
十
五
疾
病

注
五
要
介
護
認
定
一
自
立
・
要
支

　

援
・
要
介
護
の
認
定
。
自
立
と
認

　

定
さ
れ
た
場
合
は
、
介
護
サ
ー
ビ

　

ス
は
受
け
ら
れ
な
い
。
施
設
サ
ー

　

ビ
ス
は
、
要
介
護
の
人
が
利
用
で

　

き
る
。
要
介
護
は
、
一
か
ら
五
の

　

五
段
階
に
分
か
れ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
は
、
要

介
護
者
な
ど
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
心

身
の
状
況
や
生
活
環
境
な
ど
も
考

慮
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
内

容
を
定
め
た
計
画
の
こ
と
で
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
施
設
サ
ー
ビ

ス
計
画
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、
自
分

で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
で
で
き
な
い
場
合
は
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
に
依
頼
し
て
作

成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い

て
、
サ
ー
ビ
ス
機
関
か
ら
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

漸邪莱澗Tかれた介護保厠丿涙靫憩圀

j
希
I
心
訪

在
宅
サ
ー
ビ
ス
あ
れ
こ
れ

　

市
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

お
年
寄
り
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、

介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て

制
度
の
中
で
運
営
さ
れ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
介
護
保
険
制
度
に

移
行
さ
れ
な
い
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
の
来
年
度

以
降
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
現
在

検
討
中
で
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

お
年
寄
り
の
介
護
に
関
す
る
電

話
・
面
接
相
談
や
指
導
・
助
言
な

ど
を
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
次

の
三
つ
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
が
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

聖
和
園
（
聖
和
園
内
公
6
6
・
1
8
7

4
）
、
お
お
の
し
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
（
一
乗
ハ
イ
ツ
内
公
6
5
・
5

7
1
9
）
、
大
野
市
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
大
野
和
光
園
（
大
野
和
光

園
内
豊
6
6
・
6
6
6
0
）

紙
お
む
つ
の
支
給

　

六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
や

重
度
の
痴
ほ
う
性
の
お
年
寄
り
で

常
時
お
む
つ
が
必
要
な
人
へ
、
紙

お
む
つ
を
支
給
し
ま
す
。
所
得
に

応
じ
て
、
一
部
負
担
金
が
あ
り
ま

す
。

介
護
支
援
金
の
支
給

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
寝
た
き
り

や
重
度
の
痴
ほ
う
性
の
お
年
寄
り

を
介
護
し
て
い
る
人
を
励
ま
す
た

め
、
支
援
金
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。

寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス

　

六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
や

痴
ほ
う
性
の
お
年
寄
り
を
対
象

に
、
布
団
な
ど
の
寝
具
を
年
一
回

程
度
無
料
で
洗
濯
し
て
い
ま
す
。

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス

　

六
十
八
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
、
ま
た
は
七
十
二
歳

以
上
で
二
人
だ
け
で
暮
ら
し
て
い

る
お
年
寄
り
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
一
部
負
担
金

が
あ
り
ま
す
。

電
動
車
い
す
な
ど
に
補
助

　

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が

外
出
す
る
と
き
に
使
用
す
る
電
動

車
い
す
と
歩
行
器
の
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
十
月
末
で
申
請
の

受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。



どんなサービスが受けられるの？

在宅サービス

家庭を訪問するサービス

　

①訪問介護（ホームヘルパーが訪問）

　

②訪問看護（看護婦などの訪問）

　

③訪問リハビリテーション（リハビリの専門職の訪問）

　

④訪問入浴（入浴車が訪問）

　

⑤居宅療養管理指導

　　　

（医師、歯科医師、薬剤師などによる指導）

日帰りで行うサービス

　

①通所介護

　　　

（デイサービスセンタ一などへ通所し、食事や入浴などを行う）

　

②通所リハビリテーション（老人保健施設などへ通所）

施設へ短期入所サービス

　

①ショートステイ

　　　

（特別養護老人ホームや老人保健施設などへ短期入所）

福祉用具の貸与・購入や住宅の改修

　

①福祉用具（車いす、特殊寝台など）の貸与

　

②福祉用具（腰掛け便座、入浴いすなど）の購入費の支給

　

③住宅改修費（手すりの取り付けや段差の解消など）の支給

そのほか

　

①痴呆対応型共同生活介護（痴ほう性老人のグループホーム）

　

②特定施設入所者生活介護（有料老人ホームなどでの介護）

介護サービス計画の作成

　

介護支援専門員に介護サービス計画の作成を依頼した場合に支給

施設サービス（施設名は大野市内にあるものです）

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

　

大野和光園、聖和園

介護老人保健施設（老人保健施設）

　

ビハーラ大野

介護療養型医療施設（介護職員が手厚く配置された病院など）

　

今年中に指定される予定

要支援状態

家事など日常生活に

支援が必要な状態

　

要支援と認定された人は、

　

在宅サービス（痴菓対応型
（

共同生活介護を除く）し力

）

　

受けられません。

要介護状態

寝たきり、痴ほうな

どで常に介護を必要

とする状態

　

要介護に認定された人は、（

在宅・施設両方のサービ
ゾ）

　

が受けられます。

問い合わせ先市役所高齢者福祉室豊66≫1111（内線475～478）



ねんりんピック’99福井卓球交流大会

配，なで盛りj：）jよう

10月10日・11日当市で開催

　

十
月
十
日
・
十
一
日
の
両
日
、
全
国
各
地
か
ら
選
手
や
監

督
を
当
市
に
迎
え
、
「
第
十
二
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
い
大

会
卓
球
交
流
大
会
」
～
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
9
9
福
井
卓
球
交
流

大
会
～
が
、
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
会
場
で
熱
い
声
援
を
送
つ
て
く
だ
さ

い
。
み
ん
な
で
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
よ
う
。

　

こ
の
大
会
は
、
人
生
の
年
輪
を

重
ね
た
高
齢
者
を
中
心
に
、
ス
ポ

ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
交
流
の
輪
を
広

げ
る
催
し
で
す
。

卓
球
交
流
大
会
の
概
要

◆
大
会
の
日
程

会
場
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

開
始
式
日
時
1
0
月
1
0
日
2
午
前

　

8
時
3
0
分
～
9
時
1
0
分

交
流
試
合
日
時
1
0
月
1
0
日
2
午

　

前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
4
時
4
0

　

分
・
1
0
月
H
日
2
午
前
9
時
～

　

午
後
3
時

交
歓
会
日
時
1
0
月
1
0
日
2
午
後

　

2
時
3
0
分
～
3
時
4
0
分

交
歓
会
内
容
大
野
お
ど
り
や
太

　

鼓
の
披
露
に
よ
る
全
国
の
選
手

　

や
監
督
た
ち
と
の
交
流

◆
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　

六
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し

た
い
わ
ば
「
高
齢
者
の
国
体
」
。

こ
の
大
会
は
、
た
だ
競
い
合
う
だ

け
で
は
な
く
、
親
睦
を
図
り
な
が

ら
、
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

生
活
で
き
る
、
明
る
く
活
力
の
あ

る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
参
加
チ
ー
ム
数

　

四
十
七
都
道
府
県
（
福
井
県
二

チ
ー
ム
）
、
上
二
政
令
指
定
都
市

の
計
六
上
チ
ー
ム
で
す
。

4
討
ぶ
口
t
＞
－
K
た
唇

　

卓
球
交
流
大
会
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
卓
球
を
楽
し
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
（
新
卓
球
）
ル
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
す
。
試
合
は
、
男
女
シ
ン
グ
ル

ス
各
二
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
ー
に
よ

る
団
体
戦
。
一
試
合
に
六
人
が
出

場
し
ま
す
。

市
民
参
加
の
取
り
組
み

　

交
流
大
会
に
参
加
す
る
選
手
や

監
督
は
、
五
百
人
弱
。
多
く
の
人

た
ち
が
訪
れ
る
こ
の
大
会
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
市
内
の
各
種
団
体

の
協
力
を
得
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
周
辺
の
飾
り
付
け
は
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
で
育
て
た
花
を
利
用
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
の
「
の
っ
ぺ
い
汁
」

や
湯
茶
な
ど
の
振
る
舞
い
で
は
、

連
合
婦
人
会
と
日
赤
奉
仕
団
の
皆

さ
ん
。
当
市
の
紹
介
や
観
光
案
内

で
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
。
会
場
の
美
化
に
つ
い
て
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

競
技
は
、
福
井
県
卓
球
協
会
主

管
の
も
と
で
、
大
野
市
卓
球
協
会

と
市
内
の
高
校
、
中
学
校
の
卓
球

部
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

ま
す
。
開
始
式
と
表
彰
式
は
、
市

内
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
行
わ
れ
ま
す
。

rきittml花沈UI泌－151

おじいちゃん、

　

おばあちゃんの絵
一一‥‥

　

大会当日、会場に市内の小

学生が描いた「おじいちゃん、

おばあちゃん」の絵が展示さ

れます。選手の皆さんに声援

を送る傍ら、ぜひご覧くださ

し％

私たちも応援します

大野市連合婦人会

阿部保子会長

　
　

「
の
っ
ぺ
い
汁
」
は
、
上
日

に
千
人
分
、
十
一
日
に
五
百
人

分
を
用
意
す
る
予
定
で
す
。
当

日
は
、
応
援
に
来
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
も
振
る
舞
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
会
場
へ
来
て
く
だ

さ
い
。

　

選
手
や
監
督
の
皆
さ
ん
の
訪

れ
を
い
や
す
休
憩
所
で
の
湯
基

接
待
な
の
で
、
「
も
て
な
し
」

の
心
を
持
っ
て
大
野
の
人
情
か

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大野市赤十字奉仕団

梅田喜代委員長

吻市老人クラブ連合会

　

松田渥美会長

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
花
の
栽
培
と

会
場
美
化
を
受
け
持
っ
て
い
ま

す
。
同
世
代
が
参
加
し
て
い
る

大
会
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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市
で
は
八
月
三
日
、
J
R
越
前

大
野
駅
横
の
市
営
自
転
車
駐
車
場

に
放
置
し
て
あ
っ
た
自
転
車
の
撤

去
を
し
ま
し
た
。
撤
去
さ
れ
た
の

は
、
長
期
間
に
わ
た
り
駐
輪
ス
ペ

ー
ス
を
占
拠
し
、
利
用
者
の
迷
惑

と
な
っ
て
い
た
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
含

む
百
四
十
台
で
す
。

　

こ
の
市
営
自
転
車
駐
車
場
に

は
、
約
三
百
台
の
自
転
車
や
バ
イ

ク
が
駐
車
で
き
ま
す
。
平
成
七
年

に
も
放
置
自
転
車
の
撤
去
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
自

転
車
の
放
置
が
後
を
絶
た
ず
、
駐

輪
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
一
般
の
利
用

に
支
障
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
撤
去
と
な
り
ま
し
た
。
市

で
は
、
事
前
に
「
警
告
書
」
を
付

け
、
防
犯
登
録
か
ら
所
有
者
に
も

連
絡
を
行
う
な
ど
自
主
回
収
を
呼

び
か
け
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
回

収
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
市
営
自
転
車
駐
車
場
に

限
ら
ず
、
公
共
施
設
な
ど
に
長
期

間
放
置
さ
れ
、
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ

た
ま
ま
の
自
転
車
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
放
置
自
転
車

は
、
見
た
目
が
悪
い
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
利
用
者
に
も
大
変
な
迷
惑

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
「
自
転
車
で
出
掛

け
た
け
れ
ど
、
帰
り
は
自
動
車
で

送
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
自
転
車

は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
」
や
「
家
に

自
転
車
が
あ
っ
た
は
ず
だ
か
、
最

近
は
見
て
い
な
い
な
」
な
ど
思
い

当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し
、
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
一
度
自
転
車
を
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
自
転
車
は
環
境
に
や
さ

し
い
乗
り
物
と
し
て
、
見
直
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
な
が
く
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

MAm城置0咲良舞ヨヨg

福
祉
手
当
I
医
療
助
成

－
ご
存
じ
で
す
か
I

福
祉
手
当
制
度

★
児
童
手
当

　

三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
の
児
童
や
父
親
の
身

体
に
一
級
程
度
の
障
害
が
あ
る
家

庭
の
児
童
を
養
育
す
る
母
親
、
ま

た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
す
る

人
に
、
児
童
が
十
八
歳
に
な
る
ま

で
支
給
（
遺
族
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
を
受
給
で
き
る
と
き
は
非
該

当
）
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
母
子

家
庭
な
ど
に
な
っ
て
か
ら
五
年
以

内
に
手
当
の
請
求
を
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
無
く
な
り
ま
す
。

★
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

二
十
歳
未
満
で
、
中
程
度
以
上

の
障
害
を
持
つ
在
宅
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
手
当

　

二
十
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手

帳
一
級
、
二
級
の
一
部
ま
た
は
療

育
手
帳
A
I
ラ
ン
ク
を
持
ち
、
在

宅
の
重
度
障
害
児
の
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
特
別
児
童
扶
養
手
当
と

併
給
が
可
能
で
す
。

★
特
別
障
害
者
手
当

　

二
十
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
一
級
程
度
お
よ
び
療
育
手

帳
A
I
ラ
ン
ク
程
度
の
重
複
す
る

障
害
を
持
ち
、
常
時
介
護
が
必
要

な
在
宅
の
人
（
長
期
入
院
患
者
は

除
く
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
福
祉

手
当

　

在
宅
で
、
公
的
年
金
や
ほ
か
の

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
ま
た

　

は
二
級
の
人

②
療
育
手
帳
の
A
ラ
ン
ク
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
三
級
か
つ

　

療
育
手
帳
の
B
I
ラ
ン
ク
の
人

※
こ
れ
ら
の
手
当
に
は
、
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
を

現
在
受
給
し
て
い
て
、
ま
だ
現
況

届
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
早

急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
と
支
給
が
止
ま
り
ま
す
。

医
療
費
助
成
制
度

◆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　

満
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
子
（
父
子
）
家
庭
の

母
（
父
）
お
よ
び
児
童
（
在
学
中

の
者
）
、
ま
た
は
一
人
暮
ら
し
寡

婦
の
保
険
診
療
負
担
金
を
助
成
し

ま
す
。

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

一
～
三
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

や
A
～
B
I
の
療
育
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
の
保
険
診
療
負
担
金
を

助
成
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
助
成
制
度
に
は
、
所

得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成

　

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
険
診

療
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。
所
得

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

福
祉
課
（
酋
6
6
・
1
1
1

　

1
）
児
童
福
祉
係
＝
内
線

　

4
7
4
●
社
会
福
祉
係
＝

　

内
線
4
7
2
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七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
第

五
十
一
回
県
民
体
育
大
会
夏
季
大

会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
か
ら
は
、
三
百
九
十
八
人

の
選
手
が
二
十
五
種
目
の
競
技
に

出
場
。
冬
期
大
会
を
含
め
た
総
合

成
績
で
、
六
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
市
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り

で
す
（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
個
人

成
績
は
優
勝
の
み
）
。

【
団
体
男
子
】

　

▼
優
勝
サ
ッ
カ
ー
、
相
撲
、

ク
レ
ー
射
撃
▼
2
位
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
山
岳
▼
3
位
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ

イ
フ
ル
射
撃
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

綱
引
き
、
柔
道

【
団
体
女
子
】

　

▼
2
位
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
陸

上
▼
3
位
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

「
個
人
」
（
敬
称
略
）

　

▼
優
勝
玉
木
正
博
＝
ラ
イ
フ

ル
射
撃
‥
A
P
6
0
、
高
津
秀
登
＝

男
子
千
五
百
口
5
0
歳
以
上
、
林
和

幸
＝
走
り
高
跳
び
、
宮
西
博
見
＝

走
り
幅
跳
び

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

　
　

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

日
時
9
月
1
4
日
収
・
2
1
日
㈹
・

　

2
8
日
収
・
3
0
日
④
・
1
0
月
5
日

　

㈹
午
後
7
時
～
（
全
5
回
）

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
市
内
に
在
住
か
勤
務
し
て

　

い
る
人
（
小
学
3
年
以
上
）

参
加
料
2
0
0
円

定
員
5
0
人
程
度

申
込
締
切
日
9
月
1
0
日
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
き

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

初
心
者
弓
道
教
室

　
　
　
　
　

市
弓
道
協
会

日
時
9
月
6
日
⑥
～
1
0
月
7
日

　

④
の
毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
7

　

時
3
0
分
～
9
時
（
計
1
0
回
）

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
中
高
生
以
上

受
講
料
2
0
0
0
円

弓
具
弓
道
協
会
で
用
意
し
ま
す

そ
の
他
期
間
中
で
も
申
し
込
み

　

で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
弓
道
協
会
山
口
誠
一
さ

　

ん
（
a
6
6
・
3
7
3
7
）

第
1
4
回
市
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
謹

開
催
日
1
0
月
2
3
日
①
・
2
4
日
⑧

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
市
内
の
小
学
生

種
別
男
子
の
部
・
女
子
の
部

チ
ー
ム
編
成
監
督
I
人
・
コ
ー

　

チ
ー
人
・
選
手
1
0
人
以
上

参
加
料
I
人
5
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

施設｀

スポット

泗 大野市西部児童センター

　

泉
町
に
あ
る
大
野
市
西
部
児
童

セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
た
ち
に
健
全

な
生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
児
童
の
心
を
豊
か
に
し
、

健
康
な
体
づ
く
り
を
進
め
る
場
所

と
し
て
設
置
さ
れ
た
児
童
福
祉
施

設
で
す
。

　

鉄
筋
平
屋
建
て
で
、
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
や
一
輪
車
が
で
き
る
遊

戯
室
、
漫
画
本
な
ど
が
あ
る

図
書
室
、
折
り
紙
な
ど
が
で

き
る
工
作
室
の
ほ
か
集
会
場

も
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
周
辺

の
亀
山
、
砂
山
な
ど
の
豊
か

な
自
然
を
利
用
し
た
行
事
が

多
く
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
周

辺
の
散
策
、
木
の
実
を
使
っ

た
り
I
ス
作
り
、
冬
に
は
ソ

リ
や
か
ま
く
ら
で
遊
び
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
段
ボ
ー
ル

で
作
っ
た
家
で
の
お
泊
ま
り

会
、
老
人
施
設
へ
の
慰
問
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
裏
の
畑
で
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
の
野
菜
で
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
カ
レ

ー
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
、
ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
な
ど
の
お
や
つ
を
作
る
の

も
楽
し
い
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

地
域
の
お
母
さ
ん
が
、
子
供
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
「
わ

か
ば
会
母
親
ク
ラ
ブ
」
も
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
午
後
O
時
～
6
時

休
館
日
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

　

年
始

使
用
料
無
料
（
た
だ
し
、
有
料

　

と
な
る
行
事
も
あ
り
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
（
容

　

6
6
・
0
9
1
2
）
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抗言

寄生虫症

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
感
染

　

昭
和
－
二
十
年
ご
ろ
大
野
と
勝
山
で
、
寄
生
虫
の
感
染
に

よ
る
「
し
も
虫
」
と
い
う
奇
病
が
流
行
し
ま
し
た
。
今
で

は
、
環
境
衛
生
が
良
く
な
り
、
寄
生
虫
は
見
か
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
寄
生
虫
が
い
な
く
な
っ
だ
た
め
、
花
粉
症
が

増
え
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
時
々
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

か
ら
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

感
染
の
原
因

　

大
野
や
勝
山
で
流
行
し
た
「
し

も
虫
」
と
い
う
奇
病
は
、
蚊
に
よ

っ
て
媒
介
さ
れ
る
寄
生
虫
「
バ
ン

ク
ロ
フ
ト
糸
状
虫
」
の
感
染
が
原

因
で
し
た
。
今
で
は
、
生
活
環
境

や
衛
生
管
理
が
良
く
な
り
、
寄
生

虫
は
見
か
け
な
く
な
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
安
心
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
時
折
、
寄
生

虫
か
ら
思
い
が
け
な
い
反
撃
を
く

ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
の
寄
生
虫
症
感
染
の
原

因
に
は
、
げ
て
も
の
食
い
や
ペ
ッ

ト
か
ら
と
い
う
も
の
が
多
い
よ
う

で
す
。
ま
た
、
海
外
で
寄
生
虫
症

の
流
行
地
域
を
旅
行
し
て
感
染
す

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

寄
生
虫
の
種
類

ア
ニ
サ
キ
ス
サ
バ
や
タ
ラ
、
イ

　

カ
な
ど
に
寄
生
し
、
生
で
食
べ

　

る
と
き
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

胃
壁
に
虫
が
食
い
付
き
、
激
し

　

い
腹
痛
や
吐
け
を
も
よ
お
し
ま

　

す
が
、
虫
を
取
り
除
く
と
痛
み

　

が
治
ま
り
ま
す
。

焼
虫
夜
に
な
る
と
肛
門
に
出
て

　

き
て
卵
を
産
む
た
め
、
お
尻
が

　

か
ゆ
く
な
り
ま
す
。
子
供
に
よ

　

く
寄
生
し
ま
す
。

回
虫
有
機
栽
培
の
野
菜
か
ら
感

　

染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小

　

腸
に
い
ま
す
が
、
胃
や
肝
臓
に

　

入
り
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
せ
っ
れ
っ
と
ぅ
じ
ょ
う
ち
ゅ
う
広
節
裂
頭
条
虫
（
サ
ナ
ダ
ム
シ
）

　

サ
ケ
や
マ
ス
を
生
で
食
べ
る
と

　

感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

体
長
が
二
十
□
に
も
達
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

無
鈎
条
虫
牛
肉
を
生
や
半
生
で

　

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
す

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
が
ち

　

ぎ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が

　

自
力
で
肛
門
か
ら
出
て
き
ま
す
。

有
鈎
条
虫
豚
肉
か
ら
感
染
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
幼
虫
は
体

　

の
各
所
を
移
動
し
、
脳
に
移
動

　

す
る
と
後
遺
症
が
残
る
と
い
う

　

恐
ろ
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

旋
毛
虫
ク
マ
や
ブ
タ
・
ウ
マ
の

　

生
肉
よ
り
感
染
す
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
発
熱
、
筋
肉
痛
な
ど

　

の
症
状
が
出
て
、
肺
炎
を
起
こ

　

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
糸
状
虫
犬
か
ら
人
間
に
感
染

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肺
に

　

腫
瘤
を
つ
く
り
、
肺
が
ん
と
紛

　

ら
わ
し
く
、
手
術
で
摘
出
し
て

　

分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
注
意
を
し
ま
し
よ
う

　

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
寄
生
虫

が
い
て
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
感

染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
寄
生

虫
は
本
来
、
宿
主
と
共
存
し
て
い

く
も
の
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
は
宿

主
に
致
命
的
な
障
害
を
与
え
ま
せ

ん
。
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け

る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
寄
生
虫
で

す
が
、
げ
て
も
の
食
い
や
ペ
ッ
ト

と
の
付
き
合
い
な
ど
に
は
、
よ
く

注
意
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
医
師
）

ちょつと気になる栄養の話

　

さあ、食欲の秋です。いろいろな食材が句

を迎えて、食べ過ぎが気になる人もいるので

は？「体重は気になるけれど、おいしいもの

が食べたい！」と言う人にお薦めなのが、き

のこ類です。きのこ類は、ビタミン群やミネ

ラルを多く含み、代謝を促し、体内を清掃し

てくれる健康食品です。また、食物繊維も豊

富に含まれ、大腸の働きを活発にして、日本

人に増加している大腸がんを予防する働きが

あります。便秘の解消にも効果的です。

　

きのこ類の調理のポイントは、①水気を嫌

うので、さっと水洗いするか、刷毛やキッチ

ンペーパーなどで汚れを取ること②栄養素が

流れ出るので、汁ごと食べられるあんかけの

具やスープにすること③油や調味料を吸いや

すいので、調理の途中から加えることなどで

す。秋の味覚をお楽しみください。

皆さんの傭ま康づくりを郵臼しします●倶偉センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
畔
お
守
記

こ衝非（附単言卜

上手に使いましょう

　　

「あらつ、私の大切な服に穴が」こんな経験をした

ことはありませんか？衣類につく虫は、春から秋にか

けて活動しますが、冷暖房機器の普及などで、最近は

季節に関係なく被害がみられます。この被害を防ぐ防

虫剤ですが、使い方によって洋服を台無しにしたり、

健康に影響を及ばしたりすることがあります。

な
る
べ
く
使
わ
な
い
工
夫

　

虫
が
苦
手
な
環
境
づ
く
り
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
中
の
清
掃
や
整
理
を
丁

　

寧
に
行
い
、
虫
の
え
さ
や
生
息

　

の
場
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
す

　

る
。

2
衣
類
を
し
ま
う
と
き
は
、
収

　

納
場
所
を
清
掃
し
、
衣
類
の
汚

　

れ
や
し
み
、
ほ
こ
り
を
よ
く
落

　

し
て
お
く
。

3
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
戻
っ
て

　

き
た
服
は
、
ビ
ニ
ー
ル
か
ら
出

　

し
、
風
を
通
す
。

④
汚
れ
た
服
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

し
た
服
は
、
同
じ
場
所
に
置
か

　

な
い
。

5
湿
気
は
、
下
の
方
に
こ
も
る

　

性
質
が
あ
る
の
で
、
大
切
な
服

　

や
虫
が
好
む
素
材
の
も
の
は
上

　

段
に
、
湿
気
に
強
く
洗
濯
し
や

　

す
い
綿
素
材
は
下
段
に
置
く
。

⑥
衣
類
の
虫
干
し
は
ヒ
月
と
十

　

月
に
す
る
と
よ
い
。
晴
天
が
三

　

日
以
上
続
き
、
「
カ
ラ
ッ
」
と

　

晴
れ
た
日
の
午
前
十
時
か
ら
午

　

後
二
時
ご
ろ
の
時
間
帯
に
陰
干

　

し
し
、
風
を
通
す
。
し
ま
う
と

　

き
は
、
虫
な
ど
が
つ
い
て
い
な

　

い
か
確
か
め
る
。

代
わ
る
も
の
で
効
果

　

防
虫
剤
に
代
わ
る
も
の
で
防
虫

効
果
を
高
め
ま
し
よ
う
。

①
効
果
的
な
防
虫
の
方
法
と
し

　

て
、
低
温
や
乾
燥
、
脱
酸
素
が

　

あ
る
。
衣
類
用
の
脱
酸
素
剤
、

　

乾
燥
剤
が
市
販
さ
れ
て
い
る
。

2
防
虫
効
果
の
あ
る
ポ
プ
リ
や

　

ク
ス
ノ
キ
、
ス
ギ
の
葉
な
ど
を

　

よ
く
乾
燥
し
て
使
う
。

3
ダ
ン
ス
の
引
き
出
し
や
衣
装

　

箱
の
底
に
新
聞
紙
を
敷
く
。
虫

　

は
イ
ン
ク
の
に
お
い
を
嫌
い
、

　

防
湿
に
も
な
る
。

　

防
虫
剤
は
、
表
示
を
よ
く
読
み

部
屋
の
換
気
に
気
を
付
け
て
使
い

ま
し
よ
う
。
薬
剤
以
外
の
方
法
で

も
防
虫
効
果
を
高
め
る
工
夫
を
し

て
、
必
要
以
上
に
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

市販されている防虫剤の特徴 この表を参考に正しく使いましょう

薬剤名 特徴 適しているもの 避けたほうがいいもの

l
；

エムペントリン

（ピレスロイド系）

衣類にニオイがつかないの

で、洋服ダンスや衣装ケー

スなどに適しています。

●効き目は約6～12ヵ月　

（製品により異なります）

…七・毛織物（ウール、カシミア、ア

ンゴラ）…絹製品●ひな人形●化学繊

維（ポリエステル、アクリル、ナイロ

ン、レーヨンなど）●木綿●麻●毛皮

●皮側淡品…金糸、銀糸、ラメ加工製品

●銅をきむ金属製品（良ちゅうなどのボタン）

《注意！！》ニオイがつかないので、取り替え時を

忘れてしまいがちです。インジケーターやシール

を確かめて有効期限をチェックしましよう。

有

臭

性

タ

イ

プ

パラジクロル　

ベンゼン

揮散が早いのが特徴。

ウールや絹素材の衣類に適

しています。…

効き目は約3～6ヵ月　

（収納場所により異なります）

…毛・毛織物（ウール、カシミア、ア

ンゴラ、アルパカなど）●絹製品●化

学繊維（ポリエステル、アクリル、ナ

イロン、レーヨンなど）●木綿●麻●

毛皮●皮革製品

ポリエチレン、ポリプロピレン以外のプラスチッ

クフィルムを使った金糸、銀糸やラメ製品、スチ

ロール製品（宝飾ボタン、くるみボタン、ビーズ

類、帯留め等）ひな人形、日本人形、昔成皮革

《汪，卵》ナフタリン、しようのうとは併用できません。

50℃以上になると、溶けてシミになることもあります，

ナフタリン

効き目がゆっくりと持続して

いくのが特徴。収納期間の長

いフォーマルウエアやひな人

形などに適しています。…

効き目は約5～12ヵ月

…人形（ひな人形、五月人形など）

●ウール（毛・毛織物など）●絹製品

●化学繊維（ポリエステル、アクリル、

ナイロン、レーヨンなど）…木綿…麻

●毛皮●皮革製品

●塩化ビニール製品（バッグ、ベルトなど）

《注意！！》パラジクロルベンゼン、しようのうと

は併用できません。

しようのう　

（樟脳）

防虫剤の中で、自然の芳し

い香気を有して、ウールや

絹素材の衣類に適していま

す。

●効き目は約5～6ヵ月

…きもの…ウール（毛・毛織物など）

●絹製品●ひな人形…化学繊維（ポリ

エステル、アクリル、ナイロン、レー

ヨンなど）…木綿…麻●毛皮●皮革製

品

金糸、銀糸や金箔には、直接触れないようにご使

肝ドさい。

《注意！！》パラジクロルベンゼン、ナフタリンと

は併用できません。

消剽：頃に靴隔ご相影浸曹影隋ランターヘ冊6．・ヤ・勺順司4ト・枠珊
牛活環境課j
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

きれいだね（万灯会）

＜るー・39登場 大野ローンテニスクラブ

み
ん
な
で
ラ
リ
ー
を
楽
し
ん
で

　

大
野
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

は
、
同
じ
コ
ー
ト
に
練
習
に
来
て

い
た
テ
ニ
ス
好
き
の
仲
間
が
集
ま

っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
数
は
三

十
一
人
で
す
。
会
員
の
年
齢
は
二

十
代
か
ら
六
十
代
と
、
幅
広
い
世

代
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
火
・
木
曜

日
の
ナ
イ
タ
ー
と
、
日
曜
日
の
午

前
中
の
定
例
練
習
で
す
。
練
習
以

外
に
も
、
年
一
回
の
合
宿
や
、
ク

ラ
ブ
や
個
人
で
の
各
種
大
会
へ
の

参
加
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
も
真
夏
の
炎
天
下
の
中
、

会
員
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

テ
ニ
ス
は
体
力
が
あ
る
か
ら
勝

つ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
ス
ポ

ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

の
練
習
や
、
試
合
経
験
を
重
ね
て
、

相
手
と
の
駆
け
引
き
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

会
員
の
中
に
は
、
積
極
的
に
大

会
に
参
加
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
年

齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で

テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
が
十
五
年

以
上
も
ク
ラ
ブ
が
続
い

て
い
る
理
由
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　

「
勝
ち
負
け
よ
り
も
、

自
分
の
打
っ
た
ボ
ー
ル

が
相
手
の
コ
ー
ト
に
入

り
、
ま
た
そ
れ
が
返
っ

て
く
る
こ
と
の
繰
り
返

し
が
楽
し
い
で
す
ね
。

テ
ニ
ス
以
外
に
も
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ス
キ
ー

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
集
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
年
齢
層
も

広
い
の
で
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

す
よ
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
。

　

テ
ニ
ス
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

事
務
局
の
山
田
一
郎
さ
ん
（
豊
6
5

・
2
7
4
3
）
ま
で
。

－－ミ●・s－’7f・‥・●’・’・ま7・●ミミ9W’－－●平成11年合宿

フックトーク

たいt

『
気
分
は
小
学
生
』

　

夏
休
み
に
は
、
家
族
で
遊
び
ま

し
た
か
。
夏
休
み
は
い
つ
も
の
遊

び
と
違
っ
て
、
海
水
浴
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
特
別
の
行
楽
が
多
く
な
り

ま
す
。
大
人
に
と
っ
て
も
楽
し
い

思
い
出
で
す
ね
。

　

さ
て
、
普
段
の
生
活
に
戻
っ
て

子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
何
を
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
外
で
遊
ぶ
姿

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

大
人
か

ら
見
る
と

「
テ
レ
ビ
ば

か
り
」
「
ゲ

ー
ム
ば
か

り
」
「
マ
ン

ガ
ば
か
り
」

と
感
じ
て

し
ま
い
ま

す
。
「
少
人

数
で
静
か

に
し
て
い
る
の
も
、
遊
び
の
ひ
と

つ
な
の
か
な
」
と
、
心
配
に
な
っ

た
り
も
し
ま
す
。
”
学
校
の
休
み

時
間
は
大
勢
の
友
達
と
上
手
に
遊

べ
る
子
ど
も
た
ち
も
、
放
課
後
に

な
る
と
調
子
が
出
な
い
よ
う
で
す
″

こ
れ
は
『
気
分
は
小
学
生
』
に
出

て
く
る
文
章
で
す
。
”
遊
び
の
前

の
停
滞
″
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
大
勢
で
遊
び
だ
す

に
は
、
時
間
が
か
か
る
よ
う
で
す
。

　

著
者
の
斎
藤
氏
は
、
小
学
校
に

小
学
生
と
し
て
通
い
た
い
と
い
う

夢
を
、
青
森
県
百
石
小
学
校
で
実

現
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
心
に
な

っ
た
り
大
人
の
目
に
戻
っ
た
り
し

な
が
ら
、
友
達
と
し
て
「
四
年
竹

組
」
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
経

験
か
ら
、
い
ま
ど
き
の
子
ど
も
た

ち
が
、
見
え
て
き
ま
す
。

　

自
分
の
身
近
な
子
ど
も
た
ち
に
、

置
き
か
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

よ
’
つ
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　　

気分は小学生

斉藤次郎著岩波書店
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私庵，ベノ．｀Cこ，そ

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
外
箱
も
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
る
の

Q

　

先
日
、
テ
レ
ビ
を

見
て
い
る
と
き
に
、

愛
知
県
で
は
古
紙
の

中
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
外
箱
や

お
菓
子
の
空
き
箱
を
、
資
源
ご
み

（
古
紙
類
）
と
し
て
出
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
大

野
市
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

と
思
い
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
の
外
箱
（
カ
ッ
プ
は
除

く
）
や
お
菓
子
の
空
き
箱
な
ど
も
、

資
源
ご
み
と
し
て
、
出
し
て
も
よ

い
と
知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
人
に
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
み
分
別
の

ポ
ス
タ
ー
に
描
く
こ
と
で
、
ご
み

が
減
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
。
（
匿

名
希
望
）

A

　

当
市
の
資
源
ご
み

分
別
収
集
は
、
平
成

九
年
か
ら
、
水
曜
日

を
「
資
源
の
日
」
と
し
て
改
め
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
平
成

八
年
度
、
約
コ
ー
％
だ
っ
た
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
率
が
、
平
成
十
年
度

に
は
約
二
I
％
に
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
約
二
四
八
〇
ブ
も
の
資

源
ご
み
が
、
分
別
収
集
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
資
源
ご

み
の
回
収
を
、
さ
ら
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成

九
年
当
時
、
各
地
区
の
ご
み
の
説

明
会
で
「
名
刺
よ
り
も
大
き
い
紙

は
、
古
紙
と
し
て
回
収
で
き
ま
す
」

と
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
資
源
ご
み
に
つ
い
て
、

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
「
ゴ

ミ
の
区
分
と
出
し
方
」
の
ポ
ス
タ

ー
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
分
か
り

や
す
い
も
の
を
作
っ
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
広
報
な
ど
を
使

っ
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
分
か
ら
な
い

と
き
に
は
、
お
気
軽
に
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
ご
み
の
分
別
収
集
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
清
掃
管
理
室
長
）

問
い
合
わ
せ
先
市
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6
1
2
0
）

　　　

，－iT．”，
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地元の代表としてが／Lばります

　

ねんりんピック卓球チーム

　

十
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
狛
」
福
井
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
市
で
は

卓
球
交
流
大
会
が
、
日
本
卓
球
協

会
新
卓
球
ル
ー
ル
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
）
で
十
日
と
十
一
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
福
井
県
か
ら
は
ニ
チ
ー
ム

が
参
加
。
一
チ
ー
ム
は
奥
越
地
区

の
人
た
ち
八
人
で
結
成
さ
れ
、
当

市
か
ら
は
七
人
が
メ
ン
バ
ー
に
入

っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
今
年
六

月
に
北
海
道
で
行
わ
れ
た
全
日
本

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
選
手
権
大
会

で
、
優
勝
し
た
選
手
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
競
技
は
男
女
別
シ
ン
グ

ル
ス
が
各
二
試
合
と
、
男
女
別
混

合
ダ
ブ
ル
ス
の
五
試
合
で
行
わ
れ

る
の
で
、
選
手
み
ん
な
が
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
奥
越
チ
ー
ム
に
は
、
小
学
校

か
ら
の
付
き
合
い
と
い
う
人
た
ち

も
い
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
ば
っ

ち
り
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
「
こ
の

前
の
大
会
で
の
優
勝
が
大
き
な
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
波

に
乗
っ
て
、
今
回
も
良
い
成
績
を

残
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

全
国
大
会
で
知
り
合
っ
た
仲
間

が
、
た
く
さ
ん
大
野
に
来
て
く
れ

る
の
で
う
れ
し
い
で
す
ね
。
私
た

ち
も
地
元
の
代
表
と
し
て
、
恥
ず

か
し
く
な
い
試
合
が
出
来
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
応
援

に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
、
流
れ
る

汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
市
か
ら
参
加
す
る
の
は
、
次

の
人
た
ち
で
す
。
石
倉
テ
ル
子
さ

ん
、
西
行
紀
代
子
さ
ん
、
佐
々
木

智
子
さ
ん
、
嶋
田
隆
雄
さ
ん
、
中

森
繁
夫
さ
ん
、
羽
生
邦
男
さ
ん
、

松
田
英
雄
さ
ん
（
五
十
音
順
）
。
鳥

山
佳
子
さ
ん
は
、
勝
山
市
か
ら
参

加
し
ま
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
5
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

押
し
花
ア
ー
ト
講
座

　
　
　
　
　

生
徒
募
集

　
　
　
　
　
　

商
工
会
議
所

日
時
9
月
2
5
日
①
午
後
1
時
3
0

　

～
4
時

場
所
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー

参
加
料
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
込
締
切
日
9
月
1
3
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
商
工
会
議
所
商
工
相
談
室

　
　

（
容
6
6
・
1
2
3
0
）

学
校
開
放
講
座

初
心
者
の
た
め
の
介
護

一

大
野
東
高
校

日
時
1
0
月
1
6
日
①
午
後
2
時
～

　
　

（
土
曜
日
・
全
7
回
）

場
所
大
野
乗
高
校

定
員
3
0
名

参
加
料
無
料
（
調
理
実
習
は
材

　

料
費
が
必
要
で
す
）

申
込
締
切
日
9
月
3
0
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
乗
高
校
開
放
講
座
係
（
酋

　

6
6
・
4
6
1
0
）



手作りカヌー進水！

大野公民館「手作りカヌー教室」で作ったカナディアン

カヌーの進水式が、7月24日に真名川で行われました。

カヌーが水面に浮かぶと、みんな大喜びで漕ぎだしまし

た。

染み渡る音色
今年も8月5日、阿難祖地頭方の白山神社境内で

「こえさかみにみにコンサート」が開かれました。

于作りのオブジェや竹筒を利用した照明で幻想的な

雰囲気の中、染み渡る音色に酔いしれていました。

シコはこうやって踏むんだよ

8月7日、第10回上庄夏まつりで、湊川親方との交

流会が行われました。親方のユーモアたっぷりの講

演に、集まった子供たちは大喜び。シコの踏みかた

を学ぶなど、和やかなひとときを過ごしました。

右縫物7’を卜FアタS9ンズ｀電慟

7月24、25日に「おおのアウトドアクラウン

　

ズ’991が開催されました。熱気球体験や、

魚のつかみ捕り、手作り工作教室など

　

が行われ、大勢の親子連れでにぎわ

つていました。夜にはキャンプフ

ァイヤーが行われ、チビつ子たち

は一日中大はしゃぎでした。

話循回底詣秘書広報課広報広聴係豊66・1111



話循回也場

お｜｜

トL．

・I｀。；111

くと

の

城まつり

8月13日から16日にかけて、「第32回おおの城まつり」が開

催されました。今年は「みんな集まれ、夏・この一一瞬に」を

テー－マに、市内4中学校の吹奏楽パレードで幕開け。初日の

夜を真名川憩いの島での［大花火大会］で彩り、14日からは

「越前おおのおどり」がスタート。期間中、天候にはあまり

恵まれませんでしたが、最終日の16日、会場の六間通りでは

踊りの輪が広がっていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

9月

コ
ン
バ
イ
ン
も

　
　

登
録
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　

市
役
所
税
務
課

　

農
業
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

ク
タ
ー
は
、
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

と
同
じ
よ
う
に
、
登
録
し
て
ナ
ン

バ
ー
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
同
時
に
軽
自
動
車
税
も

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
く
購
入
し
た
り
買
い
替
え

た
り
し
た
人
は
、
市
役
所
で
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
物
印
鑑
。
車
体
の
形
式

　

の
分
か
る
も
の

税
額
年
間
1
0
0
0
円

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

税
務
課
収
税
係
（
容
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
4
2
2
）

調
理
師
試
験
と

　
　
　
　

予
備
講
習
会

　

奥
越
保
健
所
大
野
保
健
部

試
験
日
H
月
1
4
日
⑥

試
験
会
場
奥
越
保
健
所
大
野
保

　

健
部

受
験
料
6
1
0
0
円

予
備
講
習
会
1
0
月
2
6
日
収
・
2
7

　

日
④
（
2
日
間
）

講
習
会
場
J
A
テ
ラ
ル
越
前
勝

　

山
研
修
会
館
（
勝
山
市
滝
波
5

　

－
7
0
1
）

講
習
受
講
料
1
万
5
0
0
0
円

申
し
込
み
受
付
期
間
試
験
、
講

　

習
会
い
ず
れ
も
9
月
1
日
④
～

　

2
0
日
⑥

そ
の
他
受
験
す
る
に
は
、
施
設

　

で
2
年
間
以
上
の
調
理
従
事
経

　

験
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
奥
越
保
健
所
大

　

野
保
健
部
生
活
衛
生
課
（
容
6
6

　

・
2
0
7
6
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

日
時
1
0
月
1
7
日
⑧
午
前
1
0
時
～

場
所
大
野
地
区
消
防
本
部

種
類
乙
種
4
類
・
丙
種

受
験
資
格
特
に
な
し

必
要
な
書
類
受
験
願
書
（
大
野

　

地
区
消
防
本
部
に
準
備
）
．
6

　

ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の

　

写
真
2
枚
・
試
験
手
数
料
の
払

　

込
受
付
証
明
書
（
所
定
の
も
の
）

受
験
料
乙
種
4
類
＝
3
4
0
0

　

円
・
丙
種
＝
2
7
0
0
円

受
付
期
間
9
月
2
日
④
～
1
0
日

　

②
（
土
・
日
を
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

提
出
方
法
持
参
ま
た
は
郵
送
で

　
　

（
郵
送
の
場
合
は
9
月
1
0
日
の

　

消
印
有
効
）

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
（
財
）

　

消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
福
井
県
支

　

部
（
〒
9
1
0
－
0
0
0
3
福

　

井
市
松
本
3
丁
目
1
6
－
1
0
福

　

井
合
同
庁
舎
内
a
0
7
7
6

　

・
2
1
・
7
0
9
0
）

排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
・
講
習
会

　
　
　
　
　
　

市
役
所
水
道
課

《
試
験
》

日
時
H
月
1
9
日
②

会
場
嶺
北
会
場
＝
福
井
市
市
民

　

福
祉
会
館
、
嶺
南
会
場
＝
敦
賀

　

短
期
大
学

受
験
料
4
0
0
0
円

そ
の
他
免
除
制
度
あ
り

　

《
講
習
会
》

日
程
・
会
場
嶺
北
会
場
＝
H
月

　

4
日
④
（
福
井
市
市
民
福
祉
会

　

館
）
、
嶺
南
会
場
＝
1
0
月
2
2
日

　

②
（
敦
賀
短
期
大
学
）

受
講
料
3
0
0
0
円

申
し
込
み
方
法
試
験
申
し
込
み

　

時
に
受
講
料
を
添
え
て

申
込
期
間
試
験
、
講
習
会
い
ず

　

れ
も
9
月
1
6
日
④
～
3
0
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
水
道
課
下
水
係
（
容
6
6
・

1
1
1
1
内
線
9
心
（
‥
ロ
ー
）

グ
リ
ー
ン
イ
ン
テ
リ
ア

　
　

（
寄
せ
植
え
）
教
室

´
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

寄
せ
植
え
は
、
い
く
つ
か
の
違

う
種
類
の
植
物
を
、
ひ
と
つ
の
鉢

に
一
緒
に
植
え
て
楽
し
む
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
植
物
の
組
み
合
わ

せ
や
性
質
に
合
っ
た
環
境
選
び
を

し
な
い
と
、
管
理
が
と
て
も
大
変

に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
寄
せ
植
え
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
学
ん
で
、
植
物
を
部
屋

の
中
や
玄
関
に
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
飾
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
0
月
2
日
①
午
前
1
0
時
～

　
　
　
　

（
雨
天
決
行
）

場
所
S
F
V
生
産
農
場
（
上
五

　

条
方
区
）

講
師
建
石
正
治
さ
ん

受
講
料
2
0
0
0
円

定
員
3
J
一
人

準
備
物
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
雨
具

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・

　

7
2
2
1
）

交通
安全

剱
r

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　
　

選
ぶ
コ
ツ

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
デ

パ
ー
ト
や
自
動
車
販
売
店
、
力

I
用
品
店
な
ど
で
購
入
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
も
の
を
選
ん
だ
ら
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
購
入
す
る
と
き
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

取
り
付
け
が
簡
単
な
も
の

　

車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
通
し

　

や
す
く
、
し
つ
か
り
固
定
で

　

き
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う

安
全
基
準
に

　
　
　
　

合
格
し
て
い
る
も
の

　

道
路
運
送
車
両
法
の
安
全
基

準
に
合
格
し
た
マ
ー
ク
の
あ

る
も
の
な
ど
、
安
全
既
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

（
運
輸
大
臣

　
　

認
定
マ
ー
ク
）

あ
ま
り
重
く
な
い
も
の

　

重
い
も
の
は
、
取
り
付
け
や

　

取
り
外
し
な
ど
の
扱
い
が
大

　

変
。
な
る
べ
く
軽
い
も
の
に

　

し
ま
し
ょ
う

ク
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
バ
ー
が

　
　

簡
単
に
取
り
外
せ
る
も
の

　

衛
生
面
か
ら
、
カ
バ
ー
な
ど

　

が
こ
ま
め
に
洗
濯
で
き
る
も

　

の
を
選
び
ま
し
ょ
う

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し

た
も
の
の
、
自
分
の
車
に
合
わ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
車
に

取
り
付
け
出
来
る
か
ど
う
か
、

確
認
し
て
か
ら
購
入
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
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国
民
年
金
保
険
料

　
　

前
払
い
で
割
引
に

’
市
役
所
市
民
課

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
前
払
い

す
る
と
割
引
に
な
り
お
得
で
す
。

　

例
え
ば
、
九
月
に
翌
年
の
三
月

分
ま
で
前
払
い
す
る
と
、
毎
月
納

め
た
場
合
と
比
べ
、
定
額
保
険
料

だ
と
千
二
百
三
十
円
、
付
加
保
険

料
だ
と
千
二
百
七
十
円
の
割
引
に

な
り
ま
す
。
割
引
額
は
、
前
払
い

す
る
月
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
保
険
料
を
前
払
い

す
る
場
合
に
は
、
納
付
書
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
希
望
者
に
は
、
郵

送
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
市
役
所

　

市
民
課
年
金
係
（
豊
6
6
・
I
I

　

1
1
内
線
4
5
5
）

自
動
車
運
転
者
講
習
会
一

大
野
交
通
安
全
協
会

　

自
動
車
運
転
講
習
会
が
、
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

五
箇
公
民
館

　

9
月
2
7
日
⑥
午
後
7
時
～

市
文
化
会
館

　

9
月
2
9
日
⑥
午
後
7
時
～

有
終
会
館

　

m
一
月
4
日
⑥
午
後
7
時
～

小
山
公
民
館

　

m
一
月
8
日
吟
午
後
7
時
～

南
六
呂
師
集
落
セ
ン
タ
ー

　

1
0
月
1
2
日
酋
午
後
7
時
～

森
目
集
落
セ
ン
タ
ー

　

1
0
月
1
4
日
④
午
後
7
時
～

市
文
化
会
館

　

1
0
月
1
5
日
②
午
後
7
時
～

蕨
生
集
落
セ
ン
タ
ー

　

1
0
月
1
8
日
⑥
午
後
7
時
～

阪
谷
公
民
館

　

1
0
月
2
0
日
④
午
後
7
時
～

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

1
0
月
2
2
日
②
午
後
7
時
～

富
田
公
民
館

　

1
0
月
2
5
日
⑥
午
後
7
時
～

乾
側
公
民
館

　

1
0
月
2
7
日
④
午
後
7
時
～

大
野
青
年
の
家

　

1
0
月
2
9
日
毎
午
前
1
0
時
～

　
　
　
　
　
　

午
後
2
時
～

問
い
合
わ
せ
先
大
野
交
通
安
全

　

協
会
（
豊
6
5
・
4
8
8
5
）

使
用
期
限
間
近
で
す

　
　
　
　

地
域
振
興
券
「

市
役
所
総
務
課

　

3
月
1
3
日
①
か
ら
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
地
域
振
興
券

は
、
使
用
で
き
る
期
間
が
9
月
1
3

日
⑥
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
で
き
る
場
所
は
、
ポ
ス
タ

ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
で
表
示
し
て
あ

る
市
内
の
店
舗
や
事
業
所
な
ど
で

す
。

　

9
月
1
4
日
汚
以
降
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
使

用
し
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
総
務
課

　
　

（
豊
6
6
．
1
1
1
1
内
線
2
2

　

3
）

大
腸
の
調
子
は

　
　
　

い
か
が
で
す
か

’
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
便
秘

の
解
消
を
テ
ー
マ
に
、
医
師
の
講

演
会
と
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
9
月
2
8
日
収
午
後
1
時
3
0

　

分
～
（
講
演
会
）
▼
m
一
月
5
日

　

収
午
前
1
0
時
～
（
勉
強
会
）

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
3
0
名

参
加
料
3
0
0
円
（
食
材
費
）

そ
の
他
勉
強
会
で
は
、
調
理
と

　

運
動
を
行
い
ま
す
。
軽
装
で
参

　

加
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
9
月
2
0
日
⑥

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

消
費
者
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　

受
講
生
募
集

」

’
市
役
所
生
活
環
境
課

日
時
9
月
8
日
⑥
午
後
1
時
3
0

　

分
～
（
骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防
）

　

▼
9
月
2
2
日
④
午
後
1
時
3
0

　

分
～
（
上
手
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の

　

取
り
方
）

場
所
有
終
会
館

定
員
各
講
座
2
0
人

参
加
料
無
料

申
し
込
み
方
法
市
役
所
生
活
環

　

境
課
に
電
話
で

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
I

　

I
I
I
内
線
4
6
3
）

福
井
刑
務
所
で

　
　
　
　

矯
正
展
開
催

＾
福
井
刑
務
所

日
時
9
月
2
5
日
①
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時
▼
2
6
日
面
午
前
9
時

　

～
午
後
3
時

場
所
福
井
刑
務
所
構
内

内
容
全
国
7
4
力
所
の
矯
正
施
設

　

の
刑
務
作
業
製
品
展
示
販
売
や

　

受
刑
者
生
活
写
真
パ
ネ
ル
の
掲

　

示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
福
井
刑
務
所
企

　

画
部
門
作
業
（
豊
0
7
7
6
・

　

3
6
・
3
2
2
2
）

行
政
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　

行
政
書
士
会

日
時
1
0
月
1
日
吟
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

場
所
市
役
所
I
階
ロ
ビ
ー

内
容
官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類

　

や
権
利
義
務
事
実
証
明
に
関
す

　

る
相
談

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
行
政
書

　

士
会
大
野
支
部
長
帰
山
安
夫

　

さ
ん
（
豊
6
6
・
2
2
1
8
）

会社を退職して、年金を受けている人へ

退職者医療制度は、会社などを退職した

人が利用できる国民健康保険の制度です。

対象

・国民健康保険に加入している人

・老人保健法の適用を受けていない人

・厚生年金や共済組合などの老齢年金を受けている人

　

※年金制度への加入期間が20年以上、または40歳以降の

　　

加入期間が10年以上ある必要があります。

・以上の条件にすべて該当する人（退職被保険者本人）と、

　

その被扶養者

医療を受けた場合の自己負担額が軽減されます

披保険者本人 外来2割負担 入院2割負担

披扶養者 外来3割負担 入院2割負担

　

※入院時の食事代と、外来の薬剤の一部負担金は、別途

　　

定額の自己負担が必要です。

　

退職者医療制度は、年金を受けとれるようになった日か

ら始まります。、届け出はお早めに。

問い合わせ先市役所市民課国保係

。（豊66・1111内線457）。＿
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
ワ
ッ
ペ
ン

松
田
謙
則
さ
ん
（
泉
町
）

　

泉
町
の
松
田
謙
則
さ
ん
（
七
十
三
歳
）
の

宝
は
、
長
年
務
め
て
い
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

審
判
員
、
記
録
係
、
公
認
指
導
者
な
ど
の
ワ

ッ
ペ
ン
で
す
。
現
在
も
、
（
財
）
日
本
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
ル
ー
ル
副
委
員
長
、
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
を
務
め
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
発
展
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
　

「
昭
和
二
4
二
年
こ
ろ
、
大
野
で
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
草
野
球
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
で
試
合
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ル
ー
ル
は
結
構
い
い

か
げ
ん
で
し
た
ね
。
そ
の
こ
ろ
に
、
野
球
と

似
て
い
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
興
味
を
持
っ

て
、
『
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』
を
購
入
し
た
の
が

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
し
よ
う
ね
。
昭
和
三
4
年
代
の
中
ご

ろ
に
、
福
井
に
国
体
を
誘
致
し
よ
う
と
い
う

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
奥
越
で
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
を
行
う
計
画
で
、
ど
う
し
て
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
当
時
、
高
校
の
教
師

を
し
て
い
た
私
に
審
判
員
の
話
が
回
っ
て
来

ま
し
た
。
審
判
員
の
資
格
を
取
る
た
め
に

『
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』
片
手
に
夜
行
に
乗
っ
て
、

東
京
ま
で
試
験
を
受
け
に
行
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
」
と
、
そ
の
と
き
の
『
ル
ー
ル
ブ

ッ
ク
』
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

「
国
体
の
準
備
で
、
審
判
員
を
養
成
し
た

り
、
試
八
口
の
記
録
方
法
を
整
備
し
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
、
国
体
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、

い
ろ
ん
な
人
か
ら
声
が
掛
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、

ま
だ
競
技
と
し
て
の
歴
史
が
浅
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い

う
空
気
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
の
お
か
げ
て

職
業
の
違
う
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
長
年
続
け
て
い
る
審
判
員

や
、
記
録
係
、
公
認
指
導
者
な
ど
の
ワ
ッ
ペ

ン
に
刻
ま
れ
て
い
る
年
度
を
見
る
た
び
に
、

一
緒
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
人
だ
ち
と

の
こ
と
が
、

懐
か
し
く

思
い
出
さ

れ
ま
す
。

こ
の
人
だ

ち
と
の
思

い
出
が
、

私
の
宝
物

に
な
っ
て

い
ま
す
よ
」

と
、
ほ
ほ

笑
み
ま
し

た
。

市民のうごき

8月1目現在 前月比

世帯数 11．723世帯 25［H：帯

人目 40，857人 △2人

内訳
男 19．560人 △8人

女 21．297人 6人

6月中の異動
転入 59人 出生 29人

転出 60人 死亡 30人

市内の交通事故状況（9ヵ、6・Jt）

件数内訳
平成11年

7月末

平成10年

7月末
比較

総件数 339件 279件 圓件

人
身

事
故

件数 99件 103件 △4件

死者 2人 I人 1人

傷者 120人 136人 △16人

物損事故 240件 176件 64件

表
紙
の
こ
と
ば

　

七
月
二
十
七
日
、
市
エ
キ
サ

イ
ト
広
場
で
開
か
れ
た
大
野
地

区
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
夏
季
研
修

会
の
ひ
と
こ
ま
。
市
内
の
児
童

百
人
が
参
加
。
ロ
ー
プ
を
伝
っ

て
移
動
す
る
綱
渡
り
や
ス
モ
ー

ク
マ
シ
ン
で
の
濃
煙
、
消
火
器

で
の
消
火
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な

ど
を
体
験
し
、
身
を
持
っ
て
防

火
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
　

「
最
近
、
ひ
で
え
も
ん
に
暑

ね
え
け
」
「
ほ
や
っ
て
、
毎
晩

寝
苦
し
て
ど
ん
な
ら
ん
」
こ
ん

な
会
話
が
聞
か
れ
る
今
夏
。
夏

と
い
え
ば
青
空
に
入
道
雲
。
そ

し
て
夕
立
と
怖
い
雷
。
で
も
、

夕
立
は
昼
間
の
熱
気
を
冷
ま
し

て
く
れ
る
。
最
近
、
こ
の
夕
立

が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

m．見1弓・

　

お
お
の
城
ま
つ
り
は

八
万
の
人
出
な
ど
、
お

盆
を
挟
ん
だ
い
っ
時
の

に
ぎ
わ
い
が
去
っ
て
、

つ
か
の
間
の
晩
夏
の
心

残
り
も
、
せ
み
時
雨
と

残
暑
に
当
て
ら
れ
て
い
る
間
に
、
も
う
セ
ッ
テ

ン
バ
ー
・
ソ
ン
グ
で
あ
る
▼
旧
暦
の
異
名
・
別

称
や
季
語
も
長
月
を
は
じ
め
菊
月
・
紅
葉
月
・

木
染
月
・
色
ど
る
月
・
寝
覚
月
・
小
田
刈
月
・

玄
月
、
そ
れ
に
菊
の
秋
・
梢
の
秋
・
紅
葉
な
ど

と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
が
、
要
は
こ
の
月
は

時
候
の
変
わ
り
目
で
、
ま
さ
に
秋
（
と
き
）
来

る
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
今
夏
の
北
陸
の
残
暑
は

き
つ
か
っ
た
。
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
の
せ
い
か
▼
「
き

き
ょ
う
、
か
る
か
や
、
お
み
な
え
し
、
は
ぎ
や

す
す
き
も
花
盛
り
、
九
月
は
重
陽
の
節
句
と
て

ま
が
き
の
菊
も
咲
き
に
け
り
。
そ
れ
、
菊
水
の

酒
宴
と
て
、
祝
う
そ
の
問
に
・
：
」
は
、
安
政
三

（
一
八
五
六
）
年
、
下
舌
の
安
川
開
仏
作
「
春

秋
歌
暦
」
（
「
大
野
の
あ
ゆ
み
」
参
照
）
か
ら
だ
。

盆
地
も
日
ご
と
に
清
涼
感
も
増
し
て
過
ご
し
や

す
く
な
る
が
▼
ま
た
二
百
十
日
な
ど
荒
れ
月
で

も
あ
る
。
当
市
の
月
初
め
の
イ
ベ
ン
ト
は
五
日

に
県
総
合
防
災
訓
練
で
、
今
回
は
地
震
災
害
を

想
定
し
て
開
催
さ
れ
る
。
会
場
は
六
間
通
り
が

住
民
参
加
型
訓
練
と
旧
大
野
高
校
跡
地
で
関
係

機
関
訓
練
、
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
▼
市

民
の
震
災
直
接
体
験
と
い
え
ば
、
戦
後
の
福
井

大
震
災
と
北
美
濃
地
震
で
、
特
に
後
者
は
昭
和

三
十
六
年
八
月
十
九
日
、
五
箇
地
区
を
直
撃
し

て
小
池
区
が
全
壊
し
た
。
そ
の
時
の
被
災
の
大

き
さ
と
怖
さ
は
よ
も
や
忘
れ
え
ま
い
、
は
ず
な

の
だ
が
（
災
害
は
何
と
や
ら
）
の
た
と
え
も
あ

る
▼
肝
に
銘
じ
て
、
市
民
に
は
常
時
の
備
え
と

訓
練
へ
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。
（
M
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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